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とうきょうジャーミイ きんようれいはい の ホトバ 
2023ねん 3がつ 10 にち（とおか） 

すうはい︓アッラー に つかえる いしき 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま！ 
ろうどく した しょうく の なか で、 ぜんのう の アッラー は つぎ の ように めいじて おられ ます。 「あなた の しゅ に 
つかえ なさい、 かくしん すべき もの が おとずれる まで。」1 
ハディース を とおして、 よげんしゃ ムハンマド は こう かたって います。 「アッラー に もっとも よろこばれる おこない 
とは、 たとえ わずか で あっても、 もっとも ながつづき する おこない で ある。」2 
そんけい すべき ムスリム の みなさま！ 
アッラー は、 にんげん を ただ ごじぶん のみ に つかえ させる ため に そうぞう され ました。3 つかえる、 すうはい  
する と いう こと は、 かみ を じゅうぶん に いしき し、 こころ に おいて かみ と つながり、  しんじ、 ぜんこう を 
なす こと を いみ します。 アッラー に つかえる こと の ほんしつ とは、 じかくてき に、 かつ よろこび を もって    
アッラー に したがい、 こころ の そこ から すうはい する こと です。 
そんけい すべき しんこうしゃ の みなさま！ 
すうはい とは しんこうしゃ の しるし で あり、 じんせい に おける しんこう の はんえい です。 アッラー に ちかづき 
たい と いう ねがい と、 よい しもべ で あろう と する どりょく の あらわれ です。 ぜんのう の アッラー に たいする 
あい と けんしん の もっとも すぐれた あらわれ で あり、 さずけ られた しゅくふく と おんけい に たいして かんしゃ を 
しめす こと です。 すうはい とは つきる こと の ない ゆるし と じひ の しゅ に み を ゆだね、 みずから を     
ふくじゅう させる こと です。 
そんけい すべき ムスリム の みなさま！ 
にんげん は アッラー に つかえる よう そうぞう され ました。 ぎむ と して の、 また ぎむ を こえて の  すうはい を 
とおして アッラー の ごしょうにん に ふさわしく あれる よう つとめ、 アッラー の ごまんぞく を える こと、 アッラー の 
あい を かち とる こと が めざされ ます。 さいしゅうてき に、 ひと は ぜんのう の アッラー の じひ と たすけ、 かご 
を える でしょう。 ハディース・クドゥシ を とおして、 アッラー は つぎ のように つげて おられ ます。 「われ の しもべ 
が、 われ に ちかづく のに もっとも このましい こと とは、 われ が めいじた こと で ある。 われ の しもべ は、 
われ に あいされる よう に なる まで、 ナワーフィル （ぎむ の はんちゅう を こえた れいはい や すうはい の   
こうい） に よって われ に ちかづく 。 われ は その ちょうかく と なり、 しかく と なり、 にぎる ため の て と 
なり、 あゆむ ため の あし と なる だろう。 そうして、 もとめる なら われ は あたえる だろう。 かご を ねがう 
なら まもる だろう 。 ……」4 
そんけい すべき ムスリム の みなさま！ 
アッラー に つかえる こと は この よ に そんざい する いみ と もくてき で あり、 それ が わたしたち に とって の  
めいよ です。 この めいよ に あたい する よう、 さいしん の ちゅうい を はらって せきにん を はたさ なくては なり 
ません。 じぶん の じんせい の ため に、 アッラー へ の ほうし の かんかく を いかし つづける よう つとめ なくては 
なり ません。 すうはい、 ぜんこう、 そして すぐれた どうとく を もって みずから の せいかつ の かざり と する べき  
です。 そして アッラー は いつも わたしたち と とも に おられる と いう こと を わすれない ように しましょう。 
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